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り組み意識が共有され、協議が進められていった。
以下、クロストークに参加メンバーが残した協議メ
モより、協議の概要を分析する。
第４回専蝶会（修了生と在学生の協議メモまとめ）
Ａグループ（修了生１名、在学生２名）
モンテッソーリの保育について修了生に質問し、
教具の使い方や京都での研修の内容などが紹介さ
れた。モンテッソーリ教育を取り入れている園へ
就職する場合は、就職してからの学修で充分間に
合うが、一人の母親になる場合においても意味が
あると語られた。
また、専攻科在学時の思い出と現状が相互に話題
提供された。
Ｂグループ（修了生１名、在学生２名）
修了生は、在学生へ「どんな保育者になりたいか」
という保育の夢を語るよう促した。子ども主体の
保育の必要性が挙げられた。修了生は、自身の失
敗談も踏まえながら、理想を持つことの大切さと
周りの先生方との協力や連携があってこそ成し遂
げられるものであることが語られた。さらに保護
者の気持ちに寄り添うことの意味についても話し
合われた。保護者の考えや気持ちを知る方法、コ
ミュニケーションの取り方なども在学生へ紹介さ
れた。
Ｃグループ（修了生１名、在学生２名）
修了生と在学生の研究論文のテーマが紹介された。
このテーマが自分の保育に繋がることを念頭に置
きながら、様々な園の特色について語られた。専
攻科の時期は、インターンシップをしながら学ん
でいる時期であり、何でも質問できる環境でもあ
る。これから就職するにあたって、園の様相を比
較することや園の先生方の保育観を見ていくこと
も大切だとして、それぞれの経験した園の優れた
ところ難しいところなどが語られた。また、修了
生の務めている都会地の園の環境や保育内容につ
いても紹介された。
Ｄグループ（修了生１名、在学生２名）
在学生の一人が質問をし、保育経験の長いリカレ
ント生と修了生がそれに答える形式で協議が進め
られた。子育てをしながらの保育について、乳児
保育の大切さ、人との出会いの中から価値観を広
げることの大切さ、保育現場での協働のあり方、
幼稚園と保育の仕事と雰囲気の違い、外国籍の子
どもと保育者への対応などが語られた。在学生は
将来の不安を拭い方向性を見出すことができ、リ
カレント生と修了生は自身の保育を振り返る機会
となった。また、リカレント教育の大切さと、こ
れが普及していない現状についても語られた。
【保育実践アンケート調査からの考察】
アンケート結果から、修了生参加者は全員正規職
員として勤務していることがわかった。保育職に対
してのやりがいを見出し、結婚出産を経てからも保
育の現場で働き、子ども達や保護者への支援をし続
けていきたいという思いが読み取れる。一方で、結
婚出産の場合は住居などの物理的問題も発生し、保
育職は続けているものの、職場が変わるというケー
スも多くみられた。
専攻科の仲間と連絡を取り合っているかという質
問では、専攻科修了後は前後の学年としばらくは連
絡を取るものの、年数が経つと同期との連絡に留ま
るっていることが分かった。内容としてはプライ
ベートの相談が多いという結果が出た。就職して間
もない頃は、保育についての悩みや職場の人間関係
を相談することもあったようだが、経験年数が経つ
につれ自己解決できるようになっていることがこの
結果につながっていると考えられる。
　就職に関しては、認定こども園へ就職している修
了生が多かった。近年、保育施設全体において「認
定こども園」への移行が進んでいるため、その流れ
がこの結果に出ていると考えられる。
　予想外の結果が出た項目は、保育計画についてで
ある。専攻科の授業内で保育課程・教育課程、年間
指導計画等を作成した経験があるものの、園内では
その話し合いには参加せず、週案を保育者同士で話
し合うに留まるという結果であった。この結果には、
園内の保育計画を作成していくポジションの問題が
あると感じられた。しかし、専攻科の２年間、毎日
欠かさず行ってきた保育記録については就職後も全
員が継続していることが分かり、修了生の記録の積
み重ねが保育実践の確かな基盤になっていることを
確認することができた。
【同窓会クロストークの分析】
　ここでおこなった同窓会の最も重要な内容が修了
生と在学生のクロストークである。およそ１時間程
度で「専攻科の学修成果」という広い協議テーマを
意識しながら、修了生と在学生の２～３名７グルー
プに配分し、クロストークをおこなった。ほとんど
が初対面であることから最初に自己紹介をおこな
い、次第に現在と過去の専攻科の出来事などを交え
た談話に変わり、さらに共通する保育についての取
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専攻科保育専攻の 12 年間の軌跡　～在学生・修了生の学修成果の検証と保育現場にもたらす有効性～
Ｅ・Ｆ・Ｇである。実践現場でも保護者との関係に
難しさを感じる保育者が多いことが見て取れた。専
攻科生は毎日インターンシップをおこなっており、
保育実践経験は得られるが、保護者との直接的な関
係は殆ど得られない。この不安に対して修了生の
トークや助言に関心が向けられた。協議内容では園
の課題や現状を把握することの大切さや、保育者間
の情報共有をおこなった上で保護者に寄り添う大切
さに触れられている。この時に日々の保育記録がエ
ビデンスになってくる。トークの中には言葉として
出てこなかったが、前の保育実践アンケート調査に
おいて全員が保育記録をつけているという結果か
ら、この記録を基にした発言がなされていたとみな
すことができる。
　保育環境や保育の形態についての協議があったの
はＡ・Ｃ・Ｄ・Ｆグループであり、在学生は就職先
の保育形態や研究論文のテーマとの関連について関
心が強く、修了生からの細かい伝達が得らていれた。
１時間程度のクロストークでは、各グループの発表
に対しての質疑応答の追及ができなかったことな
ど、さらなる内容の深まりを求めるところが残った。
しかし、短期大学生にはない専攻科の保育の専門性
を表す内容の協議になったと感じる。
Ⅳ　まとめ～本学専攻科のキャリア形成に関する考
察と将来的展望～
　本著では、専攻科の同窓会の機会を用いて、専攻
科の学修成果とキャリア形成について検証をおこ
なった。まず、同窓生が共通して重視している学修
成果の項目として、「他者理解」「幼児理解・保育相
談」があり、これを保育の中心に捉えていることが
分かった。また、次に重視している項目として、在
学生は保育学修のより実践的・具体的内容である「保
育内容の指導法」「領域の専門的知識と技能」「情報
収集分析力」、これに対して修了生は総合的内容で
ある「自己管理」「学修の体系化」「一般教養」を挙
げており、キャリア形成の過程をたどる上でのエビ
デンスデータとなった。
　続いて保育実践のアンケートは、保育就業に関す
る追跡調査となったが、ここから確認できる学修成
果としては、まず保育日誌作成の徹底の状況であっ
た。また、保育計画に携わる機会がない現状につい
ては、共同して保育計画作成をおこなっていないと
Ｅグループ（修了生１名、在学生２名）
在学生からインターンシップで保育園と幼稚園の
両方を経験しておいた方がよいかという質問がな
され、修了生がこれについて様々な園の保育を経
験することで自分がやりたい保育が見えてくると
ころがあると答えた。この中で、子どもに関する
保育者間の情報共有の仕方、保護者への情報提供
の仕方のあり様はその園の保育観の違いが表われ
るところでもあるとされた。また、修了生は現在
子育てのために休職していることから、在学生か
ら育児について質問がなされた。修了生は、休職
中もアンテナを張って保育制度など世の中の流れ
を注視していくことの大切さを感じ敏感に把握に
努めようとしていた。
Ｆグループ（修了生１名、在学生１名）
在学生が英語教育を研究論文のテーマにしている
ことと、修了生の勤務園が米軍関係の利用者が多
いところから、外国籍の幼児とその保護者への対
応に関して情報交換がなされた。母親との会話が
英語のみの場合、伝達の仕方に苦労することが多
く、重要な内容は専門職に頼って書簡にすること
もあるなど、具体的な対応方法も紹介された。また、
子どもの１日の様子などについて保育者間で情報
共有することについても問題提起がなされ、様々
な園の課題や現状など修了生の経験から紹介され
た。また、分からないことがあれば、そのままに
しておくのではなく、聞いていくことの大切さが
修了生よりアドバイスされた。
Ｇグループ（修了生１名、在学生２名）
修了生が現在子育てをおこなっていることから、
子どもを園に預ける保護者側からの視点を中心に
質問がなされた。修了生は保育者の負担軽減の必
要性も感じるものの、それでも保育者の子どもと
の向き合い方や伝達については不足を感じるとこ
ろがあると語った。入園時における面談や１日の
子どもの様子など保育者との会話を増やすことを
求めたいなど、現在の保護者と保育者の関係の課
題が紹介された。修了生も在学生の新鮮な感覚に
触れ、初心の素晴らしさや大切さを感じていた。
【同窓会クロストークからの考察】
　無作為に作った７グループのいずれにおいても、
充実したクロストークが展開された。修了生は専攻
科時代の学びやその後の保育実践経験談にも自信が
見られ、在学生は修了生から知見を得たいという意
欲が顕著であった。トーク内容を分析してみると、
保護者との関係について協議されたグループはＢ・
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いう現在の園運営の課題があると捉えた。
クロストークからは、最も多く協議に上ったテー
マとして、「保護者との関係の作り方」と「保育環
境と保育の形態」があった。これは、インターンシッ
プの経験だけでは得られない継続した保育経験や
様々な園での保育経験の集積によらなければ得られ
ない知識であり、在学生から投げられた質問として
出てきたものである。しかし、この質問もある一定
量の学修と保育実践の集積によって作られた問題意
識であるとも言える。
　このように、専攻科１期生～ 12 期生までの同窓
生の繋がりによって、学修成果の検証や保育や子育
てについて語る場ができあがったことは有意義に感
じるところである。さらに、今後もこの場が保育者
のキャリア形成の在り方を考える場として生かされ
ていくことを期待したい。
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